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 要  旨 
近年、世界各地で、経済や技術の発展に伴って膨大な量の E-Waste が廃棄され、E-Waste
の不法投棄や不法輸出、不適正処理による環境汚染などが深刻化しているため、E-Waste の
適正な処理システムの構築が重要な課題となっている。 
本研究は、中国と日本の E-Waste の処理の現状を把握したうえで、エアコン、テレビ、冷
蔵庫、洗濯機を対象として、製造から販売、廃棄、回収、分解、再資源化までのプロセスを
明らかにし、両国の E-Waste のリサイクルシステムを評価・比較することを目的とした。そ
のためには、文献調査とインターネット調査を行ったうえで、日本の 38箇所のリサイクル工
場と中国に進出している日本の家電メーカー19社を対象としてアンケート調査を行った。 
本研究の結論は、以下の 4点に要約できる。 
（１）日本では、家電製品は主にリサイクル券により回収され、専門処理工場で完全に分解
された後に再資源化されている。中国の家電製品は個人回収業者によって回収され、有
用な E-Wasteのリユース率が高いが、不適正処理により様々な環境問題が生じている。 
（２）E-Waste のリサイクルプロセスは、回収、処理、再資源化の３段階であることと、家
電 4 品目ともに手分解後に機械粉砕、素材回収という方法で処理していることが明らか
になった。 
（３）アンケート調査結果から、日本では、家電 4 品目は主に家電リサイクル券により回収
され、処理段階で「手間がかかる」という課題があることと、ほとんどの工場では他社
に依頼して再資源化していたことが明らかになった。 
（４）評価・比較の結果から、日本のリサイクルシステムのメリットとして処理過程に関す
るデータが把握しやすい、十分な環境配慮を行っていること等があるが、不法投棄や不
法輸出などのデメリットもあることが明らかになった。中国のリサイクルシステムは、
リユース率が高い、処理コストが低い、不法投棄が少ないなどのメリットがあるが、リ
ユース製品の安全性が低い、環境汚染、不法輸出などのデメリットもある。 
 
